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運用報告書（全体版） 

米国バンクローン・オープン 
＜為替ヘッジあり＞ 
（年１回決算型） 

 

 
 

第８期（決算日：2022年５月20日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「米国バンクローン・オープン

＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）」は、去る５月

20日に第８期の決算を行いました。ここに謹んで運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産（バンクローン） 

信 託 期 間 2024年５月20日まで（2014年５月27日設定） 

運 用 方 針 

主として円建ての外国投資信託であるウエスタン・
アセット・米国バンクローン（オフショア）ファン
ド－ＪＰＹ ヘッジド・クラスの投資信託証券への
投資を通じて、米ドル建ての米国企業向けバンク
ローン（貸付債権）等を中心に実質的な投資を行い、
利子収益の確保および値上がり益の獲得をめざし
ます。 
当該外国投資信託においては、米国企業が発行する
米ドル建てのハイイールド債券等にも投資を行い
ます。 
なお、証券投資信託であるマネー・マーケット・マ
ザーファンドの投資信託証券への投資も行います。 
円建ての外国投資信託への投資は高位を維持する
ことを基本とします。 
実質的な組入外貨建資産については、原則として投
資する外国投資信託において為替ヘッジを行い為
替変動リスクの低減をはかります。 
投資対象とする円建外国投資信託の運用は、ウエス
タン・アセット・マネジメント・カンパニー・エル
エルシーが行います。 
円建外国投資信託等への投資にあたり、ウエスタ
ン・アセット・マネジメント株式会社の投資助言を
受けます。 

主要運用対象 

米国バンクローン・ 
オ ー プ ン 
＜為替ヘッジあり＞ 
（年１回決算型） 

ウエスタン・アセット・米国バンクロー
ン（オフショア）ファンド－ＪＰＹ 
ヘッジド・クラスおよびマネー・マー
ケット・マザーファンドの投資信託証
券を主要投資対象とします。 

ウ エ ス タ ン ・ 
ア セ ッ ト ・ 
米国バンクローン 
（オフショア） 
ファンド－ＪＰＹ 
ヘッジド・クラス 

米ドル建ての米国企業向けバンク
ローン等を主要投資対象とします。 

マ ネ ー ・ 
マーケット・ 
マザーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対象と
します。 
外貨建資産への投資は行いません。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を
含みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額
は、基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社
が決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合
には分配を行わないことがあります。  

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を
優先し、原則として分配を抑制する方針としま
す。（基準価額水準や市況動向等により変更する
場合があります。） 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

ファンドマネージャーのコメント
　おかげさまで、当ファンドは2022年５月20日
に決算を行いました。ここに当期の運用状況をご
報告申し上げます。

■運用のポイント
　それでは、当期の運用で主眼に置いたポイント
をご説明させていただきます。

・コロナ後を見据えた銘柄選択

　コロナ禍の影響で運転資金が枯渇する銘柄を回
避し、コロナ禍でより大きな影響を受けつつも
ファンダメンタルズと流動性が損なわれず、市況
下落時にも底堅い値動きが期待できる銘柄を厳選
して保有しました。

・保守的な方針を継続しつつ、徐々にリスクオン
に対応

　全体的に保守的な運用方針を継続しましたが、
コベナンツ条項の変化を特に注意しつつ、Ｂ格の
割合を徐々に増やしました。また、宿泊、娯楽な
ど経済活動再開の恩恵を受けられると考えられる
銘柄への投資を行いました。また、新規発行銘柄
への投資も活用しました。

■投資環境見通しと今後の運用方針
　投資環境はロシアによるウクライナ侵攻の影響
を受けて不確実性が高まっているほか、資源価格
は高止まりすると見ています。一方で、各国中央
銀行による政策によって世界経済が新型コロナウ
イルス感染拡大による影響から回復するシナリオ
については変わらないと見ています。
　バンクローン市場のファンダメンタルズは引き
続き健全でありデフォルト率も低位で維持すると
見ています。格付け別では継続的な景気回復の恩
恵を受けやすいＢ格のバンクローンが特に投資妙
味があると見ています。ローン担保証券（ＣＬＯ）
の需要は鈍化しているものの、足下ではバンク
ローン市場はスプレッドの拡大が進んだため、需
要が回復する可能性があります。今後の投資戦略
については、企業が保有資産に対する十分な担保
を保持しているかどうか、また強固で継続的な
キャッシュフローを生み出せるかどうか、といっ
た観点等に着目し、慎重な銘柄選択に努めます。

ウエスタン・アセット・マネジメント・カンパニー・エルエルシー
ポートフォリオ・マネージャー
ライアン・コーハン

上記は、ウエスタン・アセット・マネジメント・カンパ
ニー・エルエルシーの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信
が作成したものです。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

４期(2018年５月21日) 9,853 0 △0.7 － － 99.1 4,475 

５期(2019年５月20日) 9,830 0 △0.2 － － 99.0 3,539 

６期(2020年５月20日) 8,901 0 △9.5 － － 99.0 2,759 

７期(2021年５月20日) 9,726 0 9.3 － － 99.0 2,573 

８期(2022年５月20日) 9,599 0 △1.3 － － 99.0 2,214 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2021年５月20日 9,726 － － － 99.0 

５月末 9,746 0.2 － － 99.2 

６月末 9,767 0.4 － － 99.3 

７月末 9,760 0.3 － － 99.0 

８月末 9,800 0.8 － － 99.4 

９月末 9,843 1.2 － － 99.2 

10月末 9,869 1.5 － － 99.1 

11月末 9,848 1.3 － － 98.1 

12月末 9,866 1.4 － － 99.5 

2022年１月末 9,885 1.6 － － 99.1 

２月末 9,837 1.1 － － 101.1 

３月末 9,831 1.1 － － 99.1 

４月末 9,876 1.5 － － 99.0 

(期  末)      

2022年５月20日 9,599 △1.3 － － 99.0 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

運用経過
第８期：2021年５月21日～2022年５月20日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

9,200

9,400

9,600

9,800

10,000

（百万円）

0

3,000

6,000

9,000

12,000

2021/５/20 2021/９/14 2022/１/13 2022/５/16

純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

第 ８ 期 首 9,726円
第 ８ 期 末 9,599円
既払分配金 0円
騰 落 率 －1.3％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

基準価額は期首に比べ1.3％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

利子収入を獲得したこと等が基準価額の上昇要因となりました。
上昇要因

一部のバンクローンの価格が下落したこと等が基準価額の下落要
因となりました。
信託報酬等の運用上の費用を計上したことや、為替ヘッジによる
コスト等が基準価額の下落要因となりました。

下落要因

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

第８期：2021年５月21日～2022年５月20日

投資環境について

バンクローン市況
米国バンクローン市況は下落しました。
期前半は、世界的な新型コロナウイルス
変異株の感染拡大への懸念等がマイナス
要因となったものの、2021年８月に発表
された2021年７月の米連邦公開市場委員
会（ＦＯＭＣ）議事要旨で早期の金融緩
和縮小に対して慎重な見方が示されたこ
とや、原油価格が上昇したこと等がプラ
ス要因となり、米国バンクローン市況は
上昇しました。
期後半は、感染が拡大していた新型コロ
ナウイルスオミクロン株に対するワクチ
ンの有効性が示されたこと等を背景に、
市場のリスク回避姿勢が後退したこと等
がプラス要因となりました。一方、米連
邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による金融
引き締めへの警戒感から米国株が下落し
たことやロシアによるウクライナ侵攻が

開始されたこと、上海や北京でのロック
ダウンを受けて中国景気の鈍化が懸念さ
れたこと等を受け、投資家のリスク回避
姿勢が強まったこと等がマイナス要因と
なり、米国バンクローン市況は下落しま
した。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当期の短期金融市場をみると、日銀は長
短金利を操作目標として金融市場調整を
行いました。コール・レート（無担保・
翌日物）はマイナス圏で推移し、足下の
コール・レートは－0.020％となりまし
た。

当該投資信託のポートフォリオについて

米国バンクローン・オープン＜為替
ヘッジあり＞（年１回決算型）
円建ての外国投資信託であるウエスタ
ン・アセット・米国バンクローン（オフ
ショア）ファンド－ＪＰＹ ヘッジド・ク
ラスを高位に組み入れた運用を行いまし
た。また、マネー・マーケット・マザー

ファンド投資信託証券を一部組み入れた
運用を行いました。

ウエスタン・アセット・米国バンク
ローン（オフショア）ファンド－
ＪＰＹ ヘッジド・クラス
主に米ドル建ての米国企業向けバンク
ローンを高位に組み入れ、米国企業が発

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

行する米ドル建てのハイイールド債券等
を一部組み入れました。組入外貨建資産
については、原則として為替ヘッジを行
い為替変動リスクの低減を図りました。
投資戦略については、格付配分では、相
対的に高い利回りを獲得するため、引き
続きＢ格相当への投資比率を高位で維持
しました。また、セクター配分では、通

信セクター等への投資比率を低位で維持
しました。一方、一般消費財セクターや
生活必需品セクター等への投資比率を高
位で維持しました。

マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第８期
2021年５月21日～2022年５月20日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 4,102

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

米国バンクローン・オープン＜為替
ヘッジあり＞（年１回決算型）
円建て外国投資信託への投資を通じて、
主に米ドル建ての米国企業向けバンク
ローン等に実質的な投資を行うほか、米
国企業が発行する米ドル建てのハイイー
ルド債券等にも投資を行います。また、
一部マネー・マーケット・マザーファン
ド投資信託証券の組み入れを維持します。

ウエスタン・アセット・米国バンク
ローン（オフショア）ファンド－
ＪＰＹ ヘッジド・クラス
今後の投資戦略については、企業が保有
資産に対する十分な担保を保持している
かどうか、また強固で継続的なキャッ
シュフローを生み出せるかどうか、と
いった観点等に着目し、慎重な銘柄選択
に努めます。
保有外貨建資産に対し、原則として、米
ドル売り、円買いの為替ヘッジを行いま
す。

マネー・マーケット・マザーファンド
今後も日銀による金融緩和政策が継続す
ると想定されることから、短期金利は引
き続き低位で推移すると予想しています。
以上の見通しにより、コール・ローン等
への投資を通じて、安定した収益の確保
をめざした運用を行う方針です。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

2021年５月21日～2022年５月20日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 122 1.238 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (43) (0.435) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (76) (0.770) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.033) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 122 1.241

期中の平均基準価額は、9,822円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.86％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 1.86

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.24

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.54

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.08

総経費率
1.86％

当ファンド
1.24％

投資先
ファンド
0.62％

運用管理費用
（投信会社）
0.43％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

運用管理費用
0.54％

運用管理費用以外
0.08％

その他費用
0.00％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○売買及び取引の状況 (2021年５月21日～2022年５月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ウエスタン・アセット・米国バンクローン（オフショア） 
ファンド－ＪＰＹ ヘッジド・クラス 

36 240,402 65 432,520  
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年５月21日～2022年５月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年５月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 
ウエスタン・アセット・米国バンクローン（オフショア）ファンド－ 
ＪＰＹ ヘッジド・クラス 

376 348 2,192,192 99.0 

合 計 376 348 2,192,192 99.0 
 

（注） 比率は米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 2,990 2,990 3,044 
 
 
 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○投資信託財産の構成 (2022年５月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,192,192 96.9 

マネー・マーケット・マザーファンド 3,044 0.1 

コール・ローン等、その他 66,685 3.0 

投資信託財産総額 2,261,921 100.0 
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米国バンクローン・オープン＜為替ヘッジあり＞（年１回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年５月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,261,921,308   

 コール・ローン等 43,284,079   

 投資信託受益証券(評価額) 2,192,192,631   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 3,044,598   

 未収入金 23,400,000   

(B) 負債 47,502,311   

 未払解約金 33,203,069   

 未払信託報酬 14,266,312   

 未払利息 17   

 その他未払費用 32,913   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,214,418,997   

 元本 2,306,821,892   

 次期繰越損益金 △   92,402,895   

(D) 受益権総口数 2,306,821,892口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,599円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,645,994,686円 

期中追加設定元本額 104,472,655円 

期中一部解約元本額 443,645,449円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9599円です。 

○損益の状況 (2021年５月21日～2022年５月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 156,592,473   

 受取配当金 156,597,208   

 受取利息 58   

 支払利息 △      4,793   

(B) 有価証券売買損益 △157,485,212   

 売買益 6,963,055   

 売買損 △164,448,267   

(C) 信託報酬等 △ 29,584,134   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 30,476,873   

(E) 前期繰越損益金 △ 50,421,108   

(F) 追加信託差損益金 △ 11,504,914   

 (配当等相当額) (   92,922,036)  

 (売買損益相当額) (△104,426,950)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 92,402,895   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 92,402,895   

 追加信託差損益金 △ 11,504,914   

 (配当等相当額) (   92,922,036)  

 (売買損益相当額) (△104,426,950)  

 分配準備積立金 853,444,149   

 繰越損益金 △934,342,130   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は92,402,895円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2021年５月21日～ 
2022年５月20日 

費用控除後の配当等収益額 127,008,304円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 92,922,036円 

分配準備積立金額 726,435,845円 

当ファンドの分配対象収益額 946,366,185円 

１万口当たり収益分配対象額 4,102円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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